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1. 環境経営方針 
  持続未来株式会社は、次の環境経営方針に基づき環境経営活動に取り組んでいます。 

 

 

環 境 経 営 方 針 持続未来株式会社 
 

私たち持続未来株式会社は「多様な人たちが働いて楽しい」のグループ基本方針のもと、

「多様な人たちの力を結集して、多様な課題解決に取り組むことで、社会の持続可能性を高め

ます」という企業理念を掲げています。 

私たちが目指す「社会の持続可能性を高める」ためには、深刻化する地球温暖化・地下資源

の枯渇など、現在の地球環境に関わる重要な問題点を正しく理解したうえで、「環境負荷の軽

減」並びに「地球環境の保全」を事業活動における重要な柱の一つと捉えて、全社員が理解し

実践していくことが必要である、と私たちは考え、この考えを元に、当社の環境経営方針を下記

のとおり定めます。 
 

「当社の事業活動のあらゆる面で環境負荷の低減を図るのはもちろ

んのこと、環境保全につながるサービスや商品の提供にも力を入れ、

持続的発展が可能な社会の構築に貢献してまいります。」 
 

 
 

＜環境保全への行動指針＞ 

１．具体的に次のことに取り組みます。 

  ①電気・水道の使用量を削減します。 

  ②ゴミの排出量を削減し、再資源化を促進します。 

  ③ガソリン・軽油の消費量を削減します。 

  ④環境負荷の少ないサービスや商品をお客様に提案いたします。 

  ⑤地域社会に向けて環境啓発活動を行います。 

 これらについて環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、 

継続的な改善に努めます。 

 

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。 

 

３．環境への取り組みを環境経営活動レポートとしてとりまとめ公表します。 

 
 

 

制定日：２００８（平成２０）年１０月２０日 

改訂日：２０２２（令和４）年７月 1 日 

 

                                    代表取締役  米山 真和 

                                           小宇羅 元俊 
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２. 組織の概要 

 

 （１）事業者名および代表者氏名 

     持続未来 株式会社（旧称：三栄産業株式会社） 

     代表取締役  米山 真和／小宇羅 元俊 

 

 （２）所在地 

     本社     〒730-0011  広島市中区基町５番４４号(広島商工会議所ビル内) 

     西営業所  〒733-0035  広島市西区南観音七丁目６番２２号 

     （2025 年３月に本社・西営業所を統合・移転予定） 

 

 （３）環境管理関係者の連絡先 

    環境管理責任者 ： 田口 智之（取締役 業務部長） 

    環境事務局担当 ： 今城 透雄（西営業所 業務管理課） 

    連絡先     ：   TEL:082-232-0533 （https://www.jizoku-mirai.com） 

                 contact@jizoku-mirai.com 

 

 （４）主な事業内容 

    ビルメンテナンス、警備保障、公共施設等の管理運営、建物リフォーム 

    設備機器メンテナンス、アウトソーシング、スマート農業導入支援、 

     障害者就労支援コンサルティング 等 

 

 （５）事業の規模 

    売上高  1,288百万円（第6４期 202４年8月） 

    総従業員数 341 人  （2025 年 1 月） 

    床面積   411 ㎡  （202５年１月） 

 

 （６）対象範囲（認証・登録範囲） 

 

① 組織：本社及び西営業所管轄の全組織（次ページ組織図参照） 

     

② 事業活動：上記（4）のとおり。 
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持続未来株式会社 組織図（202５年 1 月現在）（今後変更予定） 
 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者 

米山真和 

小宇羅元俊 

・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間、技術者

を用意 

・環境管理責任者を任命 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境目標の設定を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境活動レポートの承認 

環境管理責任者 

田口智之 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・法規制等の要求事項登録簿を承認 

・環境活動実施計画書を承認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境活動レポートの確認 

環境事務局 

今城透雄 

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成 

・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成 

・環境活動実施計画の実績集計 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境活動レポートの作成、公開  ・環境経営システムの実施 

・環境方針の周知   ・教育訓練の実施 

・環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録 

・問題点の発見、是正、予防処置 

・産業廃棄物マニフェスト交付状況の報告書類作成・提出 

全従業員 ・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

代表者 代表取締役  
米山 真和／小宇羅 元俊 

 

環境管理責任者 
取締役   田口 智之 

 

西営業所 
・業務部     ・クリーン事業部 
・企画開発部   ・社長室 

環境事務局 
       今城 透雄 
 

本社 
・管理部 ・総務部 
・業務管理部 
・みんなの情報システム部 
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3. 環境目標（第 64 期開始段階での目標) 

 

項目 

【基準】 

第 64 期 

（2023.9～

2024.8） 

第 65 期 

（2024.9～

2025.8） 

第 66 期 

（2025.9～

2026.8） 

電力の使用量の削減 

【第 63 期 36,070kWh/年】 

 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

ガソリンと軽油使用量の削減 

【第 63 期 

ガソリン 20,266.5ℓ 】 

【第 63 期  

軽油  3,872.3ℓ 】 

6３期比△1％ 

２０，０６４ℓ/年 

３８３３．５ℓ/年 

(56,908kg-

CO2/年) 

6３期比△1％ 

２０，０６４ℓ/年 

３８３３．５ℓ/年 

(56,908kg-

CO2/年) 

6３期比△1％ 

２０，０６４ℓ/年 

３８３３．５ℓ/年 

(56,908kg-

CO2/年) 

(参照)CO2 排出量 76,165kg-

CO2／年 

76,165kg-

CO2／年 

76,165kg-

CO2／年 

自動車燃費の向上 

【第 62 期 16.98 ㎞/ℓ】 

63 期比+0.3％ 

19.7km/ℓ 

63 期比+0.3％ 

19.7km/ℓ 

63 期比+0.3％ 

19.7km/ℓ 

廃棄物の削減 

【第 62 期 456.44 ㎏】 

63 期比△3％ 

409.21kg/年 

63 期比△3％ 

409.21kg/年 

63 期比△3％ 

409.21kg/年 

水道使用量の削減 

【第 62 期 147 ㎥】 

63 期比△3％ 

169.75 ㎥/年 

63 期比△3％ 

169.75 ㎥/年 

63 期比△3％ 

169.75 ㎥/年 

環境教育活動および、地域社

会に向けた環境啓発活動 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

環境負荷の少ないサービスの

提供 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

 

 

注 1：電気の二酸化炭素排出量は中国電力株式会社 2021 年度実績の調整後排出係数

0.542 ㎏-CO₂/kWh を使用しています。 

注 2：ガソリンの二酸化炭素排出量は 2.32kg-CO2/L、軽油の二酸化炭素排出量は

2.58kg-CO2/L を使用しています。 

注 3：化学物質の排出に関しては少量であることから目標を設定せず、適切に管理しているこ

とを確認しています。 
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４. 環境目標の実績 

 

 

 第６4 期の環境目標達成状況【期間：２０２３年９月～２０２４年８月】 

項 目 目標値 実績 

電力の使用量の削減 
35,529kWh/年 

（１９，２５７Kg-CO2） 

37,190kWh/年 

（20,157kg-CO2/年） 

ガソリンと軽油使用量の削減 

ガソリン 20,064ℓ/年 

軽油 3,833.5ℓ/年 

(56,908kg-CO2/年) 

ガソリン 19,236.5ℓ/年 

軽油 ３，688.1ℓ/年 

（54,144 ㎏-CO2/年） 

（参考）CO2 排出量 76,615kg-CO2／年 74,301kg-CO2／年 

自動車の燃費向上 19.7 ㎞/ℓ 17.5 ㎞/ℓ 

一般廃棄物の削減 409.21kg/年 1,300.47kg/年 

水道使用量の削減 169.75 ㎥/年 204.96 ㎥/年 

注 1：電力の換算係数は、今期より、中国電力株式会社の 2021 年度実績の調整後排出係数

0.542 ㎏-CO₂/kWh を使用しています。 
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５. 環境活動の取り組み内容と結果の評価および次期への取り組み 

取組内容 結果の評価と次期の取り組み内容 

電力の使用量の削減 

・不要照明の消灯 

・クール・ウォームビズ運動 

・外出時のＰＣの電源ＯＦＦ 

・冷房２８℃、暖房２０℃ 

目標未達。単月では冬期など比較的電力を使用する

月に目標を達成しているが、トータルで目標に達せず。 

空調の使用量の多い時期に単月での目標を達成でき

ているので、PC や照明などの電力使用量の節約を図り、

目標値は維持しつつ、次年度に予定されている事務所の

移転による電力使用量推移にも留意しながら継続してい

くこと。 

ガソリンと軽油使用量の削減 

・アイドリングストップ 

・急加速、急停車の防止 

・冷暖房の控え目使用 

目標達成。社用車のリプレースによるハイブリット車の

増加・定着などが主因と考えられる。 

エコドライブの継続も図ること。数値目標は再設定し更

なる改善を図ること。 

自動車の燃費向上 

・アイドリングストップ 

・急加速、急停車の防止 

・冷暖房の控え目使用 

目標未達。統計対象車両を増加させたが、ハイブリッド

車でないものや短距離走行が多い車もある為と考えられ

る。 

ガソリン消費量が減っているのに燃費が改善されてな

い。車輌の特性もあるので、さらに対象台数を増加させた

上で、燃費の統計を計りながら適正な目標値を設定るす

ること。 

廃棄物の削減 

・ミスコピーの防止 

・印刷前確認の励行 

・古紙のリサイクル化 

・4R 活動の推進 

・産業廃棄物の適正管理 

 目標値を大幅に未達。再生紙やシュレッダーなど再生可

能なものの排出は堅調に推移していることから、目標と現

実の数値が乖離していることが大きいと考える。 

次期実践は目標値を変更し、再資源化については継続

して取り組むこと。 

水道使用量の削減 

・節水呼びかけ 

目標未達。大型洗濯乾燥機の稼働が通年で進み、業

務での使用増による洗濯機の使用の増加などが主な要

員。 

今期の実績を元に目標値を見直しつつ節水を心がけ

ること。 

環境教育活動および、 

地域社会に向けた環境啓発活動 

・エコアクションニュースの活用 

・地域で行われる環境保全活動への参

加 

環境啓発活動は継続して推進できている。 

地域の環境保全活動 3 回参加。今後も定期的に取り

組んでいくこと。 

環境負荷の少ないサービスの提供 

・LED 照明器具の導入 

・再生材料から作られた製品を優先的に

購入、提供 

顧客への提案として実った事例はないが、建設予定の

新社屋への蓄電池の導入検討、新社屋の断熱化（顧客提

案に説得力を持たせる）、スマート農業システムにおける

省エネルギー化開発などを実施。 

グリーン購入も継続して推進。 

今後も継続して取り組むこと。 
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６. 代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 上記の実践を踏まえ、2024 年 12 月 20 日に代表者による全体の評価と見直し・指示を行

いました。 

 

・環境経営システムは概ね有効に機能している。 

・数値を図る項目についてはガソリン使用量は目標達成したが、電力使用量、燃費、廃棄物、水

道使用量は未達。酷暑などの気象条件、業務量の増加、洗濯乾燥機の稼働等が要員とみられ

る。 

数値を図らない確認項目については継続的に実施できている。 

 

 

[環境経営方針] 

・変更なし。 

 

 

[目標・環境活動計画] 

・数値目標は電気使用量については継続、その他は昨期の実績をもとに目標値を変更すること。 

・燃費については、対象車両をさらに増やしていくこと。 

・「環境負荷の少ないサービスの提供」の目標達成手段の「省エネ対応機器への切替工事」を

「環境負荷を軽減するソリューションの検討・開発・提案」に変更すること。 

・建設業者向けガイドラインの適用にともない、「建設廃棄物の削減及び再資源化の向上」を目

標に追加すること。 

 

[環境経営システムの各要素]  

・継続して取り組むこと。 

・LP ガスについては使用統計・目標設定を早急に進めること。 
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７. 環境関連法規への違反、訴訟などの有無 

 適用される主な環境関連法規制 

廃棄物処理法・自動車リサイクル法・建築物衛生法・消防法・フロン排出抑制法 

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境関連法規制等の逸脱はありません

でした。また、関係機関などからの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 
 

法規制等の名称 該当する設備・項目等 該当する要求事項 遵守評価 

廃棄物処理法 

一般廃棄物の収集運搬業 一般廃棄物収集運搬業の許可 ○ 

産業廃棄物の収集運搬業 

産業廃棄物の収集運搬業の許可 ○ 

収集運搬車両への表示と書面備付 ○ 

収集運搬管理帳簿の作成・保存 ○ 

マニフェストの管理 ○ 

自社の一般廃棄物の処理 
自社処理又は許可業者へ委託 

市のルールに基づく分別収集 
○ 

自社の産業廃棄物の処理 

産業廃棄物処理許可業者への委託 ○ 

マニフェストの発行・管理 ○ 

マニフェスト発行状況の報告 ○ 

保管基準の順守（表示と飛散防止等） － 

自動車リサイク

ル法 
自動車 

使用済みとなった自動車を引き取り者に引

き渡さなければならない 

新車購入時リサイクル費用を支払う 

○ 

建築物衛生法 業の登録 

建築物総合管理業の登録 

建築物ねずみこん虫防除業の登録 

建築物貯水槽清掃業の登録 

○ 

消防法 西営業所・消火器 消防用設備等の点検と報告 － 

フロン類の使用

の合理化及び管

理の適正化に関

する法律（ 略称

「フロン排出抑制

法」 

業務用冷凍空調機器（第一種特

定製品）が設置されている施設 

 

簡易点検（フロンガス漏洩に関して） 

空調機の異音、製品外観の損傷、腐食、さ

び、油にじみ、霜付きの確認等 

○ 

定期点検 

（十分な知見を有する者（冷媒フロン類取扱

技術者等）によるフロンガス漏洩に関しての

点検委託） 

－ 

廃棄時（自社設置機器） 

・フロン類回収委託確認書の交付、ならびに

写しの保存 

・引き取り証明書の保存、引取証明書が 30

日以内に交付されない場合の知事への報

告 

- 

廃棄時（設置工事業者として他

社の機器を撤去する場合） 

・フロン類をフロン類回収業者へ引渡 

・委託確認書を回付（写し保存） 

・引取証明書の保存 

- 

大気汚染防止法 
特定粉じん排出作業（石綿が使

用されている建築物の解体等） 

工事発注者の対応 

・特定粉じん排出作業の実施の届出 

・工事受注者の調査への協力義務 

・発注者の配慮 

- 

工事受注者の対応 

・当該工事実施前に、吹付け石綿・石綿含

有断熱材・石綿含有保温材・石綿含有耐

火被覆材の使用の有無について事前に

調査し、調査結果及び届出事項を発注者

に書面で説明するとともに、結果等を工

事の現場に掲示すること。 

－ 
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8. 第６５期以降の環境目標 

 

上記の実践を踏まえた上で、第 65 期・66・67 期の環境目標を下記のとおり見直しました。 

項目 

【基準】 

第 65 期 

（2024.9～

2025.8） 

第 66 期 

（2025.9～

2026.8） 

第 67 期 

（2026.9～

2027.8） 

電力の使用量の削減 

【第 63 期 36,070Wh/年】 

 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

63 期比△1.5％  

35,529kWh/年 

（１９，２５７kg-

CO2） 

ガソリンと軽油使用量の削減 

【第 64 期  

ガソリン 19,236.5ℓ 】 

【第 64 期 

軽油  3,688.1ℓ】 

64 期比△1％ 

19,044ℓ/年 

3,651.2/年 

(53,602kg-

CO2/年) 

64 期比△1％ 

19,044ℓ/年 

3,651.2/年 

(53,602kg-

CO2/年) 

64 期比△1％ 

19,044ℓ/年 

3,651.2/年 

(53,602kg-

CO2/年) 

(参照)CO2 排出量 72,859kg-

CO2／年 

72,859kg-

CO2／年 

72,859kg-

CO2／年 

自動車燃費の向上 

【第 64 期 17.5 ㎞/ℓ】 

64 期比+1％ 

17.67km/ℓ 

64 期比+1％ 

17.67km/ℓ 

64 期比+1％ 

17.67km/ℓ 

廃棄物の削減 

【第 64 期 1,300.47 ㎏】 

64 期比△3％ 

1,261.46kg/年 

64 期比△3％ 

1,261.46kg/年 

64 期比△3％ 

1,261.46kg/年 

水道使用量の削減 

【第 64 期 204.9 ㎥】 

64 期比△3％ 

197.9 ㎥/年 

64 期比△3％ 

197.9 ㎥/年 

64 期比△3％ 

197.9 ㎥/年 

環境教育活動および、 

地域社会に向けた環境啓発活

動 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

環境負荷の少ないサービスの

提供 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

数値目標を 

定めない 

(毎月の実績 

を確認) 

建設廃棄物の削減ならびに 

再資源化率の向上 

数値目標を 

定めない 

（年間排出量の測

定及び再資源化

率の測定を実施） 

数値目標を 

定めない 

（年間排出量の測

定及び再資源化

率の測定を実施） 

数値目標を 

定めない 

（年間排出量の測

定及び再資源化

率の測定を実施） 

 

注 1：電気の二酸化炭素排出量は中国電力株式会社の 2021 年度実績の調整後排出係数 

0.542 ㎏-CO₂/kWh を使用しています。 

注 2：ガソリンの二酸化炭素排出量は 2.32kg-CO2/L、軽油の二酸化炭素排出量 

は 2.58kg-CO2/L を使用しています。 

注 3：化学物質の排出に関しては少量であることから目標を設定せず、適切に管理している 
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ことを定期的に確認することとしています。 

9. 持続未来グループの環境・社会活動、および企業としての特色 

 

 持続未来株式会社をはじめとする持続未来グループでは、各現場の従業員に一般的な環境

に対する自覚を高める教育を定期的に実施し、二酸化炭素、廃棄物、水使用量の削減を意識

したサービスの提供を行うのはもちろんのこと、様々な形で環境啓発や環境負荷の低減につな

がる活動を行なっています。 

 

また、企業グループとして下記のような環境・社会活動を行っております。 

 

○障害者雇用に力を入れています。 

持続未来グループ全体の障害者雇用率は、１4．11％（２０２4 年６月１日現在）で、広島市の

「障害者雇用推進事業者」ならびに「広島市障害者就労支援モデル事業所認定」の認定、広島

県の「物品調達における障害者多数雇用事業者」の認定を受けております。 

持続未来グループでは、障害者雇用を通して創出した社会的インパクトを算出しており、

2023 年は下記のとおりとなっております。 

 

1.当社グループに対して、社会保障費から合計４，３３２万円投入（インプット） 

2.これを受けて当社グループは、貨幣価値に換算して７，０７０万円の社会的価値を創出。 

3.差し引き２，７３８万円の純便益額（利益額２，７３８万円）の創出となり、 

ＳＲＯＩ（社会的投資収益率）１．６３となります。 

4.当社グループでは雇用以外にも、障害者に多様な働き方を提供しており、その社会的価値

を貨幣価値に換算すると１，１４５万円となります。 

 

今後も、企業としては、長期安定的な労働力の確保、障害者にとっては、経済的・社会的な自

立環境の確保という、双方にとってメリットを重視する観点から、今後も積極的な取り組みを推

進していきます。 

  

○高齢者雇用に力を入れています。 

 持続未来グループは、厚生労働省、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構主催の「高齢

者雇用開発コンテスト」で全国表彰され、同機構が発表する「７０歳いきいき企業１００選」にも

選ばれました。 

 

○男女共同参画・仕事と育児の両立・働き方改革を推進しています。 

持続未来グループは「ワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務体制（ワーク・シェアリング方

式）」を確立し、女性従業員への資格取得の推進、女性従業員の管理職相当職としての登用、

男性従業員の育児休暇や「イクボス宣言」の推進など、仕事と家庭の両立のための積極的な取

組を進めています。 

２０１４年には広島労働局から「基準適合一般事業主（くるみんマーク）」の認定、 

２０１５年に「広島県仕事と家庭の両立支援企業」の登録、 

２０１９年に広島県が推進する「働き方改革推進企業」の認証を取得しました。 
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○生活困窮者の就労訓練事業所として登録しています。 

生活困窮者自立支援制度の就労訓練事業に基づき、就労の機会を提供するとともに、就労

に必要な知識と能力の向上のために必要な訓練や生活支援を実施する「就労訓練事業所」と

して、広島市から認定を受けています。 

 

○「あいサポート運動」に協力しています。 

障害の有無にかかわらず、だれもが暮らしやすい共生社会を実現するための「あいサポート

運動」に賛同し、「あいサポート企業」として広島県知事より認定されています。 

 

○従業員のスキルアップに取り組んでいます。 

 従業員への定期的な研修、業務上必要な資格の資格支援を全社的に実施しています。 

また、ビルクリーニング技能士の全国的な競技大会である「全国ビルクリーニング技能競技会」

において、持続未来グループの従業員が過去４回（第１４回（２０１５年）・第１５回（２０１７年）・第１

６回（２０１９年）・第１７回（２０２１年））中国地区代表として出場し、第１５回大会においては、最優

秀賞である「厚生労働大臣賞」を受賞しています。 

 

障害者の技能競技大会である「アビリンピック」の清掃作業部門においても、持続未来グル

ープの従業員が過去２回広島県大会で最優秀賞を受賞し、全国大会出場を果たしています。 

 

   
 

     
 

 

○従業員の健康増進、仕事と治療の両立など、健康経営の実践に取り組んでいます。 

 がん予防、がん検診の推進、がん治療と仕事両立を目的として広島県が推進している 

「Ｔｅａｍがん対策ひろしま」に賛同し、推進企業として登録しています。 

 また、全国健康保険協会（協会けんぽ）広島支部が推進する「ひろしま企業健康宣言」に 

加入し、健康経営の実践を進めており、２０２4 年３月に日本健康会議より「健康経営優良法人
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2024（中小企業部門）」の認定を受けました。 

○スペシャルオリンピックス日本・広島のオフィシャルスポンサーとして活動しています。 

知的障害のある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果の発表の場である競技会

を年間を通じ提供している、特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・広島のオフィ

シャルスポンサーとして活動しています。 

 

○ 新技術の積極的な導入や多能工化など、省力化・効率化を推進しています。 

自動で床掃除可能な清掃作業ロボットや、背負い式コードレス掃除機など、省力化・効率

化のために積極的に新技術、新器具を導入し、省力化と生産性の向上、従業員の労務災害

防止に努めています。 

 

また、従業員が日頃から通常とは異なる現場で研修し、各現場のルールや業務内容を把握

し、有事には職場を横断的に担当できるように「多能工化」を積極的に進めています。 

 

 

 

 

 

 


